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大都市に深く根を張る大樹の葉に、虹色の朝露がきらり（虹は協同組合の
象徴です）

編集・発行／札幌市農業協同組合 〒０６０-００１０ 札幌市中央区北１０条西２４丁目１-１０  ☎ (０１１)-６２１-１３１１

JA さっぽろのホームページをご覧ください！

携帯・スマートフォンからの　
アクセスはこちら▶

キャンペーン・催し物など情報満載

https://www.ja-sapporo.or.jp/
検索JA さっぽろ

「貯金や共済に ついて 知りたい！」
「近くの支店は

どこ？」

「札幌の農産物って？」「イベントの

詳しい情報は？」

・組合員資格、ご住所、ご連絡先等に変更がある場合
 は、お取引支店の窓口までお申し出ください。
・ＪＡさっぽろの管轄地区外へ転居される場合は、
 所定の手続きが必要となります。

組合員の皆さまへ

プレゼントクイズ！
札幌が全道有数の生産量を誇り、東区や西区、南区で多く
栽培されている野菜の名前はなんでしょう？カルシウムや
ビタミン類などの栄養が豊富に含まれています。

Ｑ

応募方法

ハガキ・ＦＡＸ・Ｅメールいずれかの方法で
①クイズの答え、②住所、③氏名、④年齢、⑤電話番号、
⑥「虹のしずく」へのご意見・ご感想をお書きの上、
　右記あて先までご応募ください。
※当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※皆さまからの応募で知り得た個人情報については
当選者を選定・プレゼントを送付する目的以外には
利用いたしません。

あて先

〒060-0010
札幌市中央区北１０条西２４丁目１番１０号
ＪＡさっぽろ 「虹のしずくプレゼント」係
ＦＡＸ：（011）621-1449
Ｅメール：kouhou@ja-sapporo.or. jp

締め切り 令和2年7月15日（水）
（当日消印有効）

クイズの正解者の中から抽選で
１０名様に図書カード５００円分を
プレゼント！

のことJA

　JAさっぽろでは、准組合員の皆さんに、生活に欠かせない「食」と、食を生み出す
「農」をもっと身近に感じてもらい、札幌の農業を応援してもらいたいという願い
から、年に1度「准組合員コンベンション」を開催しています。
　昨年のコンベンションでは、252名の准組合員の皆さんにご参加いただき、北海道
大学大学院農学研究院の小林国之准教授とHBC北海道放送の森結有花ア
ナウンサーを招いて講演会などを行いました。
　今年の准組合員コンベンションは、10月18日（日）に開催予定です。詳細は、
「虹のしずく」秋号（9月中旬発行予定）でお知らせします。

昨年の会場の様子

（新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
開催を中止する場合があります）

「農と食をもっと身近に」
准組合員コンベンション

を知っていますか？

●10～15ｃｍ土を盛り、
マルチと土の隙間ができない
ようにしっかり張ります。

●マルチの端にしっかり土をかけて
固定しましょう。

●風で飛ばされないように！

苗の植え付けはあせらずに！
　春になり、今年は畑に何を植えようか、楽しみな季節になり
ました。苗を用意して、「さぁ植えよう！」と実行に移す前に、ちょっと
確認。
　北海道は、ゴールデンウィーク明けでも、霜が降りて苗が被害
を受けたり、地温が低くて苗の育ちが悪くなることがあります。苗
の購入後すぐに植えようと焦らず、苗植えに適した時期に植える
ことが大切です。一般的には、地温が十分に上がって暖かい5月
下旬～6月上旬頃が適しているとされています。
　また、ポリエチレンフィルムで土を覆うマルチング栽培を取り入
れるのも良いでしょう。マルチング栽培は、地温や土壌水分を保
ち、雑草を抑えるための栽培方法として多く用いられています。

Point!

マルチングをするときは…
苗を植える1 週間程前から
地表面にマルチを敷いて、
地温を上げましょう。

植え付けの時には、マルチに
穴をあけて苗を植えます。

札

幌は
全道
でも有数の生産地！

「小松菜」
栄養たっぷり
万能野菜

札幌市では、各地域の特色を活かして
たくさんの農産物が栽培されています。
その中でも東区・西区・南区など広い
地域で栽培されていて、道内有数
の生産量を誇る野菜のひとつ
が「小松菜」です。

コミュニティ情報誌




